
①パッキンの取り外し・・・戸当りにはめ込まれている気密パッキンを取り外します。 

②縦戸当りの取り外し・・・枠の左右の縦戸当りを取り外します 

④上戸当り・沓摺の取り付け・・・枠の上下の戸当りおよび沓摺を取り付けます。 

⑤縦戸当りの取り付け・・・枠の左右の縦戸当りを取り外します。 

⑥パッキンの取り付け・・・枠の四周のパッキンを取り付けます。 

⑦戸当り調整・・・パッキンと扉に隙間が出来ないように戸当り・沓摺の位置を調整して固定します。 

③上戸当り・沓摺の取り外し・・・枠の上下の戸当りをおよび沓摺を取り外します。 

目次（作業の流れ） 

縦戸当りのみを着脱する場合は不要 
（②→⑤に進む） 

A・Ｓ防音ドア戸当り着脱・交換方法マニュアル 

平成30年5月8日 

必要工具 

プラスドライバー（手回しドライバー） 

大建工業㈱ 
音響製品部 



①パッキンの取り外し 

枠の四周の戸当りにはめ込まれている気密パッキン(黒色ゴム）を取り外します（下記「イメージ図」参照）。 
気密パッキンは戸当りの溝に差し込まれています。 
パッキンの裏側をめくるようにしてパッキンを底辺から掴んで（写真①）、溝からゆっくり引き抜いてください（写真②、写真③）。 
パッキンは戸当り交換後に再度取り付けますので、無くさないようにしてください。 

パッキンを溝から 
引き抜く 

パッキンをめくるように 
してつかむ 

パッキンの底辺をつかんでゆっくり引き抜く 

イメージ図（枠断面図） 

写真① 写真② 写真③ 

パッキンの上部（スポンジゴム部分）はやわらかい材質のため、スポンジ部分だけをつかんで 
パッキンを引っ張ると破損する恐れがあります。必ずパッキン底辺を持って引き抜いてください。 

注意 



②縦戸当りの取り外し 

左右の縦戸当りを取り外します。外し方は左右共通です。 

縦戸当りの穴隠しキャップをはずします。（枠の穴隠しキャップは外しません。） 

縦戸当りの固定ねじを外します。 
電動ドライバー（インパクトドライバー）を使用すると固定ねじの頭がつぶれる恐れがありますので、 
必ず手回しドライバー（プラスドライバー）にて作業してください。 
 

すべてのネジを外したら縦戸当りを慎重に枠から取り外してください。 

戸当り固定ねじ 

穴隠しキャップは再度使用しますので無くさないようにしてください。 

シール材 

戸当りの両端の木口にはシール材（スポンジゴム）がありますので、 
取り外す際にスポンジがはがれないよう慎重に作業してください。 

注意 

2
6

枠のビス穴隠しキャップ 
（小さい方）は外さない 

戸当りのビス穴隠しキャップ 
（大きい方）を外す 



③上戸当り・沓摺の取り外し 

上戸当り・沓摺の穴隠しキャップをはずします。（枠の穴隠しは外しません。） 
穴隠しキャップは再度使用しますので無くさないようにしてください。 

上戸当り・沓摺を取り外します。基本的な作業手順は縦戸当りの取り外しと同様です。 

※縦戸当りのみ付け外しする場合は不要 

上戸当り（沓摺）の固定ねじを外します。 
電動ドライバー（インパクトドライバー）を使用すると固定ねじの頭がつぶれる恐れがありますので、 
必ず手回しドライバー（プラスドライバー）にて作業してください。 

すべてのネジを外したら戸当り（沓摺）を慎重に枠から取り外してください。 

シール材 

戸当り・沓摺の両端の木口にはシール材（スポンジゴム）が 
ありますので、取り外す際にスポンジがはがれないよう慎重に 
作業してください。 

注意 

上戸当りのネジを緩める際には戸当りが落下しないように片手で戸当りを抑えながらネジを緩めてください。 

注意 

枠のビス穴隠しキャップ 
（小さい方）は外さない 

戸当りのビス穴隠しキャップ 
（大きい方）を外す 



④上戸当り・沓摺の取り付け 

戸当り・沓摺を裏面の凸部分が枠の溝部にはまる位置に合わせ（下図①）、固定ねじで仮固定してください。 
なお、戸当り・沓摺の向きを間違えないようご注意ください（パッキン取り付け溝がある方を扉側に向けてください）。 
固定ねじはきつく締めずに緩めにしておいてください。（最終調整時に本締めします。） 

角部注意 

○ × 

ポジションアダプタ 
（枠についている状態） 

取り付けを行う前に下記を確認ください。 
【1】戸当り溝にごみ等が無いかを確認ください。ごみ等がある場合は清掃してください。 
【2】ポジションアダプタ（枠に取り付けている白い樹脂）の受け材が穴の中心付近にあることを 
  確認してください。中心付近にない場合は、先の細いドライバー等で中心付近に移動させてください。 （下写真） 

上戸当り・沓摺を取り付けます。 

沓摺・戸当り裏面の 
凸部を枠の溝に 
合わせる 

沓摺 

戸当り 

上戸当り・沓摺の左右にはパッキンを差し込む溝があり、 
角部が細い突起状になっていますので、取り付けの際に 
破損しないように十分気をつけてください。 

注意 

パッキン取り付け溝がある方を 
扉側に向ける。 

固定ネジの留めつけは必ず手回しドライバーを使用してく
ださい。電動ドライバー（インパクトドライバー）を使用する
と固定ネジの頭がつぶれる恐れがあります。 

注意 

※縦戸当りのみ付け外しする場合は不要 



⑤縦戸当りの取り付け 

縦戸当り取り付け要領 
手順１ 縦戸当りを丁番側に軽く傾けた状態で下端を沓摺の位置にあわせます。 
     縦戸当りを軽く下に押さえて、黒いスポンジ部をつぶすようにしてください。 
手順2 縦戸当り上端を横にスライドさせるようにして、縦戸当りを垂直に起こします。 
手順3 縦戸当りを固定ビスで仮止めします(この時点ではゆるめに締めます。 
     本締めは最終調整後に行います）。 

下に押して 
スポンジを 
つぶす 

手順1 

完了 

戸当り上下方向について 

縦戸当り 

先端から固定ねじ穴までが 
長い方（約117㎜） 

先端から固定ねじ穴までが 
短い方（約67㎜） 

上側 

下側 

上戸当り 

○ × 

ポジションアダプタ 
（枠についている状態） 

取り付けを行う前に下記を確認ください。 
【1】戸当り溝にごみ等が無いかを確認ください。ごみ等がある場合は清掃してください。 
【2】ポジションアダプタ（枠に取り付けている白い樹脂）の受け材が穴の中心付近にあることを 
  確認してください。中心付近にない場合は、先の細いドライバー等で中心付近に移動させてください。 （下写真） 

左右の縦戸当りを取り付けます。 

縦戸当りは上下方向があります。 
下図で位置を確認ください。（固定ねじ穴と枠側のポジションアダプタの位置が合っていることを目視で確認ください。） 
また、パッキン溝が上用戸当り、沓摺と同じ向きであることを確認してください。 

横にスライドして 
取り付けます。 

手順2 



⑥パッキンの取り付け 

■取り付けの前に 

上戸当りおよび沓摺を新品に交換する場合は、パッキンの取り付け前に両端にあるT型
の保護材（白色樹脂製）を戸当り溝から外してください。 

■取り付け手順 

パッキンは縦勝ちです。①縦用パッキン（長手）→②横用パッキン（短手）の順ぬ下記の要領で取り付けてください。 



⑦戸当り調整 

扉と調整戸当りの位置調整を行います。 
下記、戸当り・沓摺の調整方法にしたがって戸当り・沓摺の前後位置を調整し、
扉と戸当りのクリアランスが4～6mmになるようにしてください。 


